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日本アスタチンコミュニティ(JAC):
A Hub for Skills and Knowledge of 211At and
the Gateway to the World Astatine Community (WAC)
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211At production site in the World
World map
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北米圏
6施設運用
1施設建設

欧州圏
3施設運用
1施設建設

アフリカ圏
1施設検討

https://nusano.com/wp-
content/uploads/2023/05/Nusano_
At211_COSTMeeting_webpub.pdf

アジア圏
7施設運用（日本5施設）
2施設建設（日本1施設）
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Nature Focal Point on 
Radiology in Japan特集

2024年３月24日出版

Nature 2024年3月21日号、特集記事
「focal point：Radiology in Japan」に掲載

アスタチン211：日本の対ガン戦略兵器
日本は、加速器を使った新しい興味深い放射性核種治療の開発に取り組んでいる。

福島県立医科大学は、希少な神経内分泌腫瘍に対する
アスタチン211を用いた治療法の臨床研究を行っている。

＜要約＞日本は、がん治療のためにアルファ放射体アスタチン-211（211At）を開発し
ている。この核種は、DNAを損傷してがん細胞を効果的に殺す力を持ち、特に日本で
は、サイクロトロン加速器を使って製造されている。大阪大学や福島県立医科大学が
中心となり、臨床試験が進行中である。アルファ線は質量が大きいため、他の放射線
よりも効力が高く、特定のがん細胞に対するターゲティングが可能である。研究チー
ムは、特定のタンパク質に結合する分子や抗体と結びつけることで、より効果的な治
療を目指している。また、アスタチン-211の半減期は7.2時間と短いため、迅速に治療
効果を発揮し、安全な使用が可能である。日本は、これを製造するためのインフラに

投資し、国内での大量生産を進めている。臨床
試験の結果は2025年に報告される予定である。

福島県立医科大学の放射性核種製造と臨床研
究の取り組みは、2023年4月に日本政府によっ
て設立された福島国際研究教育機構（F-REI）
と協力して進められている。F-REIは、東日本
大震災と原子力災害からの復興と再生の一環と
して、福島の新しい科学イノベーション地域を
支援する広範な計画を持っている。
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2016〜

2025〜

2030’s

Prospects for 211At 
distribution

At-211 supply for basic research
Academia-centric: Short-lived RI Supply Platform and Fukushima Medical University(FMU) 211At Distribution Network

At-211 supply for clinical research
Industry-academia-government collaboration:

ex. Center for Social Implementation of Targeted Alpha Therapy, FMU, F-REI

At-211 supply for the dissemination of radionuclide therapy
Company-centered: Establishment of the Japanese model -> to the world

Developing 
new seeds

Creation of 
innovations

Contribution to 
Human Healthcare

Prof. Nakano (Osaka U)

Center for Astatine Nuclear Medicine Therapeutics  (CANMT) 

at Osaka University

Collaboration with
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Need more chance and experience to gain 
our skills & knowledge of astatine !

DS Wilbur; Nature Chemistry 5, 246 (2013)

Prof. D Scott WILBUR
Univ. Washington (Seattle, USA)

Two platforms sustainably provide 211At for basic research to 20+ end users.

https://www.rcnp.osaka-u.ac.jp/~ripf/index.html

短寿命RI供給プラットフォーム(FY2016~2021,
                     FY2022~)
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In the quest to produce targeted therapeutics for treatment of 
cancer and other diseases, many of the basic chemical studies 
with 211At have unfortunately been set aside. Although some of its 
physical properties will continue to elude direct characterization, it 
is apparent that we need to gain a better understanding of its basic 
chemical and radiochemical properties to unravel the enigma of 
astatine.

がんや他の病気の治療のための標的治療薬を作ることを追求す
る中で、211Atを使った基礎化学研究の多くは残念ながら脇に置
かれているのが現状である。211Atの物理的性質の一部は、今後
も直接的に解明されることはないだろうが、アスタチンの謎を
解明するためには、その基本的な化学的性質と放射化学的性質
をよりよく理解する必要があることは明らかである。

科研費を獲得している研究課題に
対して、年間を通じた短寿命RIの
安定供給とRIの安全な取り扱いの
ための技術的な支援を行う。

1. 日本アイソトープ協会などから
購入でない短寿命RIの供給

2. 世界最高レベルの加速器施設の
連合体による速やかで安定な供
給

3. 共同利用・共同研究拠点である
大阪大 学核物理 研究セン ター
(RCNP)を窓口として一元化し、
利便性を改善、利用者の拡大を
行なう

4. 幅広い分野の基礎研究の推進を
支援

1. 次世代用PETプローブの開
発

2. 次世代RI治療薬の開発
3. 生体微量元素の代謝研究

ほか
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211At production site (5+1) in Japan
Map location

(Chiba)

(Takasaki)

Supply Chain

Short-lived RIs supply platform 
program (since 2016)

＆

Fire accident (Nov. 26, 2021)
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Preparatory Committee for Establishment of 
Japan Astatine Community (JAC)

TAT’12 @ Cape Town 2nd Global NOAR meeting @ Coimbra 1St domestic meeting @Niihama (SHI Factory)

July 1, 2023

May 11, 2023Feb 28, 2023

March 1, 2023
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日本アスタチンコミュニティ
Japan Astatine Community (JAC)

第1回 国内検討委員会@愛媛県新居浜市 (SHI Factory)

July 1, 2023

May 5, 2023

May 11, 2023

Feb 28, 2023

March 1, 2023

9つの活動: 
1. WACとミッションを共有し、日本におけるWACの窓口として機能する。
2. 日本における技術的進歩と臨床的エビデンスを世界のステークホルダーに提供

する。
3. グローバルな技術的進歩と臨床的エビデンスを国内のステークホルダーに提供

する。
4. 日本におけるWAC関連の国際会議・会合を主催し、WACの活動を支援する。
5. 211Atを用いた核医学治療の社会実装に必要な産学官連携を支援する。
6. 日本における211Atを用いた基礎科学の振興と人材育成活動を支援する。
7. 複数の臨床試験を実施するのに十分な211At生産量を持つ供給ネットワークを

日本国内で実現し、世界にモデルケースとして提示する。
8. 信頼性の高い211At標識薬剤の標識・生産体制の構築を目指す。
9. 211At標識薬剤を用いた臨床試験の情報等も、核医学関係者と積極的に共有す

る。

5つの目標・アウトカム:
1. 国内アスタチン供給ネットワークの構築と強化
2. 核医学関係者へのアスタチンに関する最新の技術や専門情報の提供
3. アスタチン標識薬剤製造の国際標準化に向けた検討
4. WACを中心とする国際ネットワークへのアクセス
5. 学術界から産業界への迅速な技術移転の促進
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参加メンバーの一例
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World Astatine Community (WAC)

March 1, 2023

目標：公平なアクセスを念頭に置き、世界規模でアスタチン
の生産を促進すること。

WACは、それぞれの国または組織が設立した
地域製造ネットワーク間のコミュニケーショ
ン、技術移転、共同研究を促進することを目
的としている。これにより、アスタチン-211

の生産能力を世界的に向上させるための提携
が可能になり、アスタチン-211の入手可能性
が高まることで臨床的関心が高まる。

Partner

• University Isotope Network (UIN), DOE IP
• NOAR COST Action (Network for Optimized Astatine 

labeled Radiopharmaceuticals (https://astatine-

net.eu/)
• South Africa: NTP?

• JAC (Japan Astatine Community)
• South Korea: Korea Institute of Radiological and 

Medical Sciences (KIRAMS) 

• Industrial members
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2023/2/28, 日米欧+IAEAのAt関係者間で
WACの基本構想に合意

2023/3/1, 12th Int’l Sym on TATで
WACの設立を宣言
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World Astatine Community (WAC)

March 24, 2024

NUSANO

Industrial Partners
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COST NOAR 3rd Global Meeting, Nantes, France 
(2024/10/1-3)

https://astatine-net.eu/events/cost-third-global-meeting-from-1-to-3-october-2024-in-nantes/

• 3日間で、学術界と産業界の関係者で構
成されるこの欧州ネットワークにおける
過去4年間の成果を包括的に概観する。

• ヨーロッパ、アメリカ、アジアから学術
界と産業界を代表する150名の参加者を
集め、アスタチン211標的アルファ線治
療分野における課題と展望について議論
する。

• アジェンダには、基調講演、産業界のプ
レゼンテーション、座談会、ネットワー
キングが含まれ、参加者間の有意義な交
流を促進するよう設計されている。

• このイベントは、持続可能な実践の重要
性を強調し、世界の関係者間の協力と知
識の共有に資する環境を作り出すことを
目的としている。
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WACとJACのこれまでの歩み
Date Event City, Country What we done
20230229- TAT12 Cape Town, South Africa WAC launch
20230509- COST NOAR 2nd Global Meeting Coimbra, Portugal WAC discussion
20230701 第１回準備委員会 愛媛県新居浜市 JAC設立会議
20230802- 短寿命RI利用シンポジウム 大阪府吹田市 アスタチンの需要と供給に関するミーティング

20230910- EANM2023 Vienna, Austria Nuclear Medicine in Europeとの非公式ミーティング

20230930 第2回準備委員会 福島県福島市 JAC設立
20231030- OECD NEA Workshop Paris, France 日本、EU、米国におけるアスタチンの取り組み紹介

20231112- IAEA Technical Workshop Vienna, Austria
アルファ放射体全般の教科書作成会議、アスタチン担当と
してJF Gestin, MR Zalutsky, K Washiyama参加

20231116- 63回日本核医学会 大阪府大阪市 ポスターでのJAC紹介、JACの口頭紹介
20240110- 東海・重イオン科学シンポジウム 茨城県東海村 ポスターでのJAC紹介

20240126- 11th Takeda Symposium Suita, Osaka, Japan
阪大の先生方（2名）によるAt研究紹介、ポスターでのJAC
紹介

20240222- CCRI-RTWG-WS Paris, France NOARグループの取り組み紹介
20240302- 2024HCNMC Park City, UT, USA JACの口頭紹介
20240311 FNCA meeting Tokyo, Japan KIRAMS（韓国）によるAt研究紹介

20240322- 7th Theranostics World Congress Santiago, Chile
アスタチン関連発表、JFによるアスタチンの世界的状況の
紹介

20240418 Pre-symposium at ESRR 2024 Coimbra, Portugal NOARグループの取り組み紹介

20240420
第１回日本アスタチンコミュニ
ティ会議

大阪府吹田市 JACの初のオンラインミーティング

20241002- COST NOAR 3rd Global Meeting Nantes, France WACディスカッション
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アスタチンの臨床応用に向けた取り組みの推進のために

• ナンバーワンであってもオンリーワンであっ
ては立ち行かない。

(もちろん2位ではダメ)

• (多施設との協働で)強靱なサプライチェーン
を持続することが重要。

• RI製造は薬剤への標識前段階までの全ての工
程を含む。そこまでを考慮したシステムとし
ての技術開発が重要。

• スキルと知識を集積し、高度な技術革新を進
めるためには、集団能の形成（関与する人数
の増加）が不可欠。

• 日本アスタチンコミュニティはこれらの要求
に応えるためのコミュニティとして機能する
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日本で実施中の211At標識薬剤の臨床第一相試験

出版された211Atの論文に占める日本の割合（PubMed調べ）
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